                                     多摩川サイクリング

（日程）

  ０１年 ４月８日（日）

（テーマ）

  ３月に５名がチャリ購入し、その初乗りツアー。 春風そよぎ、桜吹雪の舞う美しい多摩川を走る。                            

（参加者）

   M：松広＆ＪＲ、平野、森永、赤木、瀧、畠田＆ＪＲ（記）

   Ｆ：谷野、大泉、山本、蓬台  以上 １２名
（行程記録）

  10時：二子多摩川 畠田宅集合。 秀平は、なんと輪行でなく百合ヶ丘から走って向かっているとの連絡あり多少遅 

   れる模様。到着時点では既に疲労が予想されたが元気にピカピカのロードバイクで到着。理佐子さんも、自宅から直

   接我が家へ。瀧は、前日持ってきて当日は電車で、そして甘えん坊のヤヤとマサは、やっぱり賢に乗せてもらって・・。

  （輪行で来い！一度試しておけ！ とあれほど言っておいたのに。この甘んたれドラ娘達！） 結局赤木だけが輪行。

  10時25分：ツアー開始。ぼくがトップで、賢がラスト。 これだけの人数だと絶対距離があくので、トランシーバで

   賢と交信することにした。自宅からすぐに河川敷となり、気持ちよく進む。日曜日の河川敷はにぎわっており、野球

   ラグビーと家族連れで華やかだ。途中、ＭＴＢは土路を、ロードは土手の舗装路をとり、上下で並走する。

   ２５分程度で、小田急線踏み切りとクロスする。ここから先は桜の木が多く、花見客でいっぱいだ。このあたりは

   五本松と呼んで、昔は時代劇の舞台に使ったりしたところ。ＭＴＢも土手に上がりみんなで走行する。今日は、他の

   ツアーグループも多く、サイクリスト達でコースはにぎわっている。１時間ほど走ったあたりで小休止。

   休憩中、土手でダンボール紙で草滑りをして童心に返り楽しんだ（本当のわらべもいたが）。

   さて、走行開始。府中あたりで、パラリンピック競技の三輪車のチームと合う。手で車輪を回して進むのできついだ

   ろう（しかし人が多いなか爆走しており、そもそも土手はトラックでなく散歩者優先なのに危ない！ 障害者といへど

   もマナーはわきまえよ）。

   時折、トランシーバで交信しながら、進路の誘導やスピードアップをかけたり、快調に進む。

  1２時００分： 昼食予定の府中郷土の森に到着するが、BBQやら花見やらあまりの賑わいにパス スルー。

   さらに進むことにした（ここでもトランシーバが活躍。後続を待つことなく走りながら“通過せよ”の指示が出せる）

   この先、武蔵野線を越えたすぎに、水場とトイレの施設があるのでそこまで行くことにした。

  12時２０分： 到着。ここは桜がまだ満開状態で人も少なく、誰もいない河川敷に降りて昼食開始。

   若衆は、早速アワの調達に走り、ぼくは、松広に一缶わけて自前の泡をくいーっと煽る。メッチェンは、水汲み兼お

   花摘み。ぼくは、早速炭火で炙りものの支度にかかる。鳥のナンコツとジャーマンソーセージがつまみだ。一同揃っ

   たところで乾杯。アワが実にうまい！ 理佐子さんの手作り巻き寿司や大学イモも食卓に上り、おいしい昼食を摂った。

   一息ついたら各自、トカゲを決めたり、JRSは河原に探検に行ったり、ぼくと輪友松広くんは、寝転んでぼくが持っ

   てきた歌謡集で大声で歌った。最初は拍手が聞こえてきたが、そのうち誰も拍手してくれず、それでも数え切れない

   程の歌を歌った（瀧くんは、最初の数曲までついてきたが、後は駄目なようで撤退していった）。河川敷の草原に寝転

   んで青い空の下、大声で歌う好男子二人！ 想像してみたまえ。何と美しくも素敵なのだろう！！  

  15時00分：撤退。帰路は、多摩川西岸（神奈川側）を走った。途中、小田急線クロスポイントで秀平は輪行に切り替

   えツアー終了、そして理佐子さんは自宅前の河川路からすーっとそのまま「ただいまー」。

  17時00分：夕暮れ迫り出発地点の二子多摩川に到着。

（トピックス）

· 前日サドルまで買いに行って、一番楽しみにしていたきん姉が急用で欠場を強いられた（しかも、天気がいいので輪行

でなく、杉並から二子まで走らせるつもりだったらしい）。また久美さんも体調不良で欠場となり、初乗りツアー者は秀平とマサだけとなった。まあ、ヨー子さん含め全員先週チャリピックアップ時に谷中墓地巡礼ツアーを行ったらしいが…・。

· 松広は、ロードなので当然ハデハデレーシングシャツにレーパン姿。ゆーちゃんいれば揃って写真とりたかった（どっちのレーパンがもっこりか比べてみたかった、とヤヤ）。そしてさすが自慢のチャリ、芸術品ともいへる美しさ。（部屋に飾っているそうな） → あまりの美しさに途中でおっさんに素材は何か、などと聞かれていた。しかし、本人曰く

「いくらチャリが軽量でも、私の体重が重いので意味がない」と・・。

· 秀平の20インチ折畳みロードは実に愛敬があってかつ美しい姿で本人大変なご満悦。マサのてかてかMTBもスカイブルーでさわやかさとハードさが感じられ、まさにマサみたいだ。

· さゆりさんは、ぼくの来客用の折畳みチャリを貸したため、途中京王線クロスある（自宅近く）も、二子まで戻らざるをえなかった。秀平は、昼食地点（聖跡桜ヶ丘近く）から自宅が近いらしくそこから我が家まで朝来て、かつ小田急線クロスまでぼくらと戻ったので６０Km以上は走っている。

· ぼくも古いロードを持っているが、２人のに乗って驚いた！ なんと、ギヤシフトがブレーキレバーと一緒になってい

  るではないか！！  つまり、ライディングポジションを変えずにギヤシフトが出来る（ロードはドロップハンドルの

  為、シフトレバーがフレームについているのが普通だったのに）。

· 赤木と瀧は、スタッフバッグを肩から掛けて野球部の中学生みたいな格好でチャリ乗って、マサから「マインド

低いよねーっ」 とか「インセンティブないよねー」 などと責め立てられていた。（ＮＳＡでない二人は、リュック

なるものを持たないようだ） → これでは、バッグがだんだん前にずれてきて漕ぎにくいだろうに・・。

（チャリの豆知識）

· ジョガーや歩行者を抜かすときは、減速したり大回りしたり、狭い個所では必ず後ろから声をかけて注意を促して

「はい、右通過しまーす」と声かけて抜こう。 人がいなけりゃいくら飛ばしてもいいが、中には土手をトラックと勘違いしてぶっ飛ばして横をすり抜ける考え無しがいる。→ 人は機械に乗ると傲慢になり、歩行者（弱者）を考慮しなくなる。心のコンパスを忘れるな。

· ロードモデルは、パンク率が高いのでツーリング時は予備のチューブ（ソロツアーだとミニポンプも）を持とう（MTBも同様、数百円で済む話 → 富士五湖ツアー記録参照 ）、さらに取り替えノウハウを持つことが先決。

（総括）

  週間天気予報とは逆にすばらしい天気となった。春にこれほど風もなく天候が安定したのも珍しい。

  チャリは、その機能美と機動性で愛好者を惹きつけてやまない。人力で短時間にこれほど遠くまで、 そして景色を楽

  しみ、休みたい時休め、無公害な乗り物はない。速さと距離との感覚（歩くほど遅くなく、バイクやクルマほど速くな

  く）が人のリズムにマッチしている。自然や情景を楽しむ手段としては最適な乗り物だろう。

  お尻の痛みは、ご褒美だ。  

                                                                                               おしまい

